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2013.6.23 聖別会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グレイトハウス著「主が聖であられるように」 
 

Ⅸ．ローマ書における聖化 

 

（３）律法に死ぬことが聖化 

 
テキスト： 

「あなたがたも、キリストのからだによって、律法に対しては死んで

いるのです。それは、あなたがたが他の人、すなわち死者の中から

よみがえった方と結ばれて、神のために実を結ぶようになるためで

す。」(ローマ 7:4)  

 

６章は「罪と自己に死ぬことが聖化」 

 

７章は「律法に死ぬことが聖化」 

 

Ａ．律法からの自由（１－６節） 

■問題：ユダヤ人クリスチャンの多くは、「律法の命令を遵守するこ

とによってホーリネスを達成できる」と信じていた。 

 

■答え：律法に聖化の力はない。キリスト者は、「律法」という夫に

縛られていたが、夫が死に、新しい夫に結ばれたので、律法という

夫の管轄権から自由になった。罪を刺激する律法という夫と結ばれ

ていた間は、肉の行いという実を結んでいたが、キリストと結ばれ

た今は、御霊の実を結んでいる。 
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Ｂ．律法の機能（７－１３節） 

■問題：肉の実を結ばせた律法は、悪いものなのだろうか？ 

 

■答え：決してそうではない。律法は罪を罪と認めさせるという大切

な役割を果たした。しかし、律法は、罪を誘発する副作用もあった。

神と人に対して正しくあろうという一見健気な心が、実は罪深さを

増している。 

 

Ｃ．内住の罪（１４－２５節） 

■問題：律法と罪との関係は？ 

＊この文節での「私」は、パウロ自身の現在的な経験を述べているの

だろうか。著者は、ＮＯという。その理由は、１－６節で、キリス

ト者は律法に対して死んだものと宣言しているからである。この

「私」は、律法と遭遇して生き返り、罪に支配されている「私」、

正確には、教会の迫害者であった頃の自分を描いている。 

 

■答え：内住の罪は深刻で、律法によって制御される範囲を超えてい

る。神の恵みから離れて法的義の要求を満たそうとするどんな試み

も役に立たない。唯一つの道は、自己と自己信頼に死ぬことである。 

 

おわりに：律法の無益さは、御霊の命の原理の勝利へと私たちを導く

（これが８章のテーマ）。 

 

 


